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   学んだよ！

～交通安全教室～～交通安全教室～
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当
初
予
算
額
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ　

２
０
２
億
円

前
年
度
よ
り
４
億
円
減
少（
１
．
９
％
減
）

平
成
22
年
度
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
予
算

■
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

◆
男
女
が
と
も
に
多
様
な
価
値
観
や
能

力
を
活
か
せ
る
社
会
の
実
現
に
よ
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

◆
町
と
町
民
が
共
生
・
協
働
に
よ
り
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
推
進

■
次
世
代
を
担
う
人
材
育
成

◆
国
際
交
流
活
動
と
国
際
姉
妹
都
市
と

の
交
流
に
よ
る
国
際
交
流
の
推
進

◆
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・
充
実

■
地
域
資
源
と
共
生
す
る産

業
の
振
興

◆
農
業
生
産
基
盤
と
農
村
生
活
環
境
基

盤
の
整
備
に
よ
る
農
業
の
振
興

◆
漁
港
の
改
良
整
備
や
漁
村
生
活
環
境

基
盤
の
整
備
に
よ
る
水
産
業
の
振
興

■
住
み
や
す
い
ま
ち
を
演
出
す
る

都
市
基
盤
、
公
共
施
設
の
充
実

◆
国
道
・
県
道
・
町
道
な
ど
の
改
良
整

備
に
よ
る
道
路
網
の
整
備

◆
都
市
公
園
な
ど
の
整
備
に
よ
る
安
全

安
心
な
憩
い
の
場
の
充
実

◆
住
宅
地
の
供
給
に
よ
る
定
住
促
進
と

住
宅
の
整
備

■
く
ら
し
の
安
全
確
保

◆
河
川
・
砂
防
・
急
傾
斜
地
な
ど
の
水

害
・
土
砂
災
害
対
策
や
海
岸
の
保
全

整
備
に
よ
る
災
害
の
予
防

◆
防
災
行
政
無
線
設
備
の
整
備
に
よ
る

消
防
・
防
災
体
制
の
充
実

■
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

保
健
・
医
療
と
福
祉
の
充
実

◆
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
に
よ
る
子
育

て
・
少
子
化
対
策
の
充
実

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
、
財
政
の
健
全

化
を
進
め
つ
つ
、
魅
力
と
活
力
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
予
算
を
基
本
姿
勢
と
し
、

次
の
二
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
編
成
し
ま

し
た
。

行
財
政
改
革
の
断
行

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
、
現
下
の
厳
し

い
経
済
・
雇
用
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
将
来
的

な
本
町
を
取
り
巻
く
財
政
事
情
の
悪
化
を
見

据
え
た
行
財
政
改
革
、
ま
た
、
健
全
で
持
続

可
能
な
財
政
構
造
を
確
立
す
る
た
め
、
歳
入

確
保
と
歳
出
削
減
に
つ
い
て
取
り
組
む
予
算

と
し
ま
し
た
。

総
合
振
興
計
画
の
着
実
な
推
進

　

本
年
度
は
、
越
前
町
総
合
振
興
計
画
に
お

け
る
前
期
基
本
計
画
の
最
終
年
次
と
な
る
た

め
、
町
民
意
識
調
査
の
実
施
や
後
期
基
本
計

画
の
策
定
に
よ
り
、
町
の
将
来
像
「
人
と
技  

海
土
里　

織
り
な
す  

快
適
な
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
、
着
実
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

■
観
光
地
と
し
て
の新

た
な
魅
力
向
上

◆
越
前
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
た
観
光
の

魅
力
向
上
に
よ
る
観
光
産
業
の
活
性

化
■
ま
ち
の
魅
力
と
な
る

地
域
資
源
の
保
存
と
継
承

◆
伝
統
的
民
家
な
ど
を
保
存
し
、地
域
づ

く
り
及
び
景
観
づ
く
り
の
普
及
促
進

■
行
政
組
織
機
構
の
適
正
化
、

ス
リ
ム
化
の
推
進

◆
既
存
の
公
共
施
設
の
統
廃
合
及
び
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
る

行
政
組
織
の
効
率
的
な
運
営

◆
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
職
員
の

定
員
管
理
の
適
正
化

　一般会計は、各コミュニティセンターの建設・改修事業や子ども手当支給事業、デジタル防災行政無
線設備整備工事などの重点施策に予算を重点配分する一方で、物件費や維持補修費などの経常経費を削
減し、歳出を抑制しました。

　特別会計は、介護保険事業特別会計での居宅介護サービス給付事業や、施設介護サービス給付事業な
どが増加する一方、公共下水道事業特別会計では雨水管渠整備事業などの減少により、特別会計全体で
前年度より減少しました。

■ 一般会計 123億円

■ 特別会計 64億円

■ 企業会計 15億円

予
算
編
成
方
針

予
算
規
模

重
点
施
策

会計名 平成22年度予算額 平成21年度予算額
（6月補正後） 増減額 増減率

一 般 会 計 122億7,000万円 123億9,740万2千円 △1億2,740万2千円 △1.0％

特 別 会 計 63億7,909万4千円 65億5,422万8千円 △1億7,513万4千円 △2.7％

企 業 会 計 15億2,387万円 16億812万円 △8,425万円 △5.2％

合 計 201億7,296万4千円 205億5,975万円 △3億8,678万6千円 △1.9％

会計名 平成22年度予算額 平成21年度予算額
（6月補正後） 増減額 増減率

上 水 道 事 業 3億7,549万4千円 4億2,285万9千円 △4,736万5千円 △11.2％

国 民 宿 舎 事 業 0 1億3,682万7千円 △1億3,682万7千円 △100.0％

国民健康保険病院事業 11億4,837万6千円 10億4,843万4千円 9,994万2千円 9.5%

合 計 15億2,387万円 16億812万円 △8,425万円 △5.2％
※予算額は、収益的支出と資本的支出の予算額を合計した額です。

会計名 平成22年度予算額 平成21年度予算額
（6月補正後） 増減額 増減率

国 民 健 康 保 険 事 業 20億9,519万7千円 19億9,583万1千円 9,936万6千円 5.0%

老 人 保 健 事 業 420万2千円 1,945万円 △1,524万8千円 △78.4％

介 護 保 険 事 業 20億4,744万4千円 18億8,377万5千円 1億6,366万9千円 8.7%

後期高齢者医療事業 2億2,665万4千円 2億2,265万1千円 400万3千円 1.8%

簡 易 水 道 事 業 5億7,805万4千円 6億4,162万5千円 △6,357万1千円 △9.9％

公 共 下 水 道 事 業 9億6,804万4千円 12億3,621万円 △2億6,816万6千円 △21.7％

集 落 排 水 事 業 4億1,473万3千円 5億860万6千円 △9,387万3千円 △18.5％

温 泉 事 業 1,678万4千円 1,830万3千円 △151万9千円 △8.3％

農林漁業体験実習館事業 2,798万2千円 2,777万7千円 20万5千円 0.7%

合 計 63億7,909万4千円 65億5,422万8千円 △1億7,513万4千円 △2.7％

　企業会計は、国民宿舎かれい崎荘に指定管理者制度を導入したことにより、国民宿舎事業会計が廃止
され、企業会計全体で前年度より減少しました。

※
前
年
度
当
初
予
算
は
骨
格
予
算
で
あ
っ
た
た
め
、

6
月
補
正
後
の
予
算
と
比
較
し
て
い
ま
す
。
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一
般
会
計
予
算
の
概
要

【平成22年度当初予算におけるプライマリーバランス】　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

一般会計歳入 町　債 差　引 一般会計歳出 公債費 差　引 プライマリー
バランス

12,270,000 1,215,300 11,054,700 12,270,000 1,957,891 10,312,109 742,591

歳入（町税等110億5,470万円）－歳出（103億1,210万9千円）＝7億4,259万1千円の黒字

【
６
月
補
正
後
予
算
と
の
比
較
】

■
町
税

　

前
年
度
よ
り
７
、０
４
８
万
５
千
円
減
少

（
３
・
３
％
減
）

　
個
人
・
法
人
町
民
税
の
減
少

　

個
人
住
民
税
は
、
前
年
の
個
人
所
得

の
伸
び
悩
み
の
影
響
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
５
、６
３
６
万
6
千
円
減
少
の

8
億
６
、２
５
０
万
円
、
法
人
町
民
税

は
、
企
業
業
績
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、
前

年
度
に
比
べ
４
、６
１
５
万
円
減
少
の
６
、

１
８
５
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

■
地
方
交
付
税

　

前
年
度
よ
り
１
億
円
増
加（

１
・
8
％
増
）

　
地
域
活
性
化
・
雇
用
等
臨
時
特
例
費
の

創
設
に
よ
り
増
加

　

普
通
交
付
税
は
、
地
域
活
性
化
・
雇
用

等
臨
時
特
例
費
※
1
の
創
設
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
1
億
円
増
加
の
51
億
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
特
別
交
付
税
は
、
前

年
度
と
同
額
の
7
億
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

※
1
「
地
域
活
性
化
・
雇
用
等
臨
時
特
例
費
」
は
、

雇
用
対
策
な
ど
、「
人
」
を
大
切
に
す
る
施
策
に
必

要
な
経
費
を
地
方
交
付
税
の
算
定
を
通
じ
て
配
分

す
る
も
の
と
し
て
、
平
成
22
年
度
に
創
設
さ
れ
ま

【
６
月
補
正
後
予
算
と
の
比
較
】

■
人
件
費

　

前
年
度
よ
り

　

８
、１
５
１
万
４
千
円
減
少（

３
・
８
％
減
）

　
職
員
数
を
削
減

　

人
件
費
は
、
定
員
適
正
化
計
画
の
着
実

な
実
行
に
よ
り
、
計
画
ど
お
り
職
員
数
を

削
減
し
ま
し
た
。

■
扶
助
費

　

前
年
よ
り

　

3
億
２
、１
０
０
万
５
千
円
増
加

（
27
・
１
％
増
）

　
子
ど
も
手
当
の
創
設
に
よ
り
増
加

　

扶
助
費
は
、
子
ど
も
手
当
の
創
設
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
大
き
く
増
加
し

ま
し
た
。

■
公
債
費

　

前
年
度
よ
り

　

６
、８
４
５
万
３
千
円
減
少（

３
・４
％
減
）

　
町
債
借
入
れ
の
抑
制
と
繰
上
償
還
に
よ

り
削
減

　

公
債
費
は
、
前
年
度
ま
で
の
町
債
借
入

れ
の
抑
制
と
繰
上
償
還
に
よ
る
公
債
費
負

担
の
軽
減
効
果
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
減
少
し
ま
し
た
。

（
歳
出
全
体
５
０
７
、２
１
３
円
）

　プライマリーバランスとは、歳入総額から町債借
入額を引いた金額と、歳出総額から公債費（町債の
元利償還金）を引いた金額の差で、基礎的な財政収
支のことをいいます。
　プライマリーバランスが黒字の場合は、公債費以

外の歳出を町債以外の歳入でまかなっていることと
なり、町債の残高も減っていくため健全な状態です。
　一方、プライマリーバランスが赤字の場合は、公
債費以外の歳出について町債を借入れなければなら
ず、町債の残高も増えることとなります。

プライマリーバランス（基礎的財政収支）は7億4,259万1千円の黒字

し
た
。

■
町
債

　

前
年
度
よ
り

　

3
億
６
、５
５
０
万
円
増
加（

43
・
０
％
増
）

　
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
基
づ
い
た

借
入
れ

　

町
債
は
、
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
や
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場

■
普
通
建
設
事
業
費

　

前
年
度
よ
り

　

２
億
２
８
４
万
9
千
円
減
少

（
10
・
４
％
減
）

　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
な

ど
を
実
施

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
公
の
施
設
の
管

理
運
営
方
針
に
基
づ
き
、
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
の
大
規
模
工
事

を
実
施
し
ま
す
が
、
21
年
度
の
鯖
江
丹
生

消
防
組
合
丹
生
分
署
が
完
成
し
た
こ
と

や
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
と
も
な
う
各

公
共
施
設
解
体
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
に

ス
タ
ン
ド
棟
建
設
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
3
億
６
、５
５
０
万
円

増
加
の
12
億
１
、５
３
０
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
が
、
公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
に
基
づ
く
本

年
度
借
入
予
定
額

13
億
２
、６
０
０
万

円
以
内
と
し
て
い

ま
す
。

よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
ま
し
た
。

■
物
件
費

　

前
年
度
よ
り

　

１
億
３
、９
０
６
万
2
千
円
減
少

（
８
・
６
％
減
）

　
経
常
的
な
管
理
運
営
経
費
の
削
減

　

物
件
費
は
、
事
務
事
業
の
効
率
化
に
よ

る
内
部
管
理
経
費
と
公
共
施
設
の
統
廃
合

な
ど
に
よ
る
管
理
運
営
経
費
の
削
減
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

減
少
し
ま
し
た
。

歳 入

町税
2,090,644千円
（17.1％）

繰越金
80,000千円
（0.7％）

依存財源
9,352,820千円
（76.2％）

自主財源
2,917,180千円
（23.8％）

歳入
12,270,000千円
（100.0％）

繰入金
52,330千円
（0.4％） 分担金及び負担金

356,191千円
（2.9％）

諸収入
151,211千円
（1.2％）

使用料及び手数料
87,192千円
（0.7％）

財産収入
98,611千円
（0.8％）

地方消費税交付金
196,000千円
（1.6％）

地方譲与税
123,000千円
（1.0％）

国庫支出金
615,337千円
（5.0％）

県支出金
1,341,183千円
（10.9％）

町債
1,215,300千円
（9.9％）

地方交付税
5,800,000千円
（47.3％）

自動車取得税交付金
33,000千円
（0.3％）

寄付金
1,001千円（0.0％）

交通安全対策
特別交付金

2,000千円（0.0％）
株式等譲渡所
得割交付金

1,000千円（0.0％）
配当割交付金

3,000千円（0.0％）
利子割交付金

9,000千円（0.1％）
地方特例交付金

14,000千円（0.1％）

歳 出

貸付金
41,600千円
（0.3％）

繰出金
1,389,771千円
（11.3％）

人件費
2,046,922千円
（16.7％）

予備費
10,000千円
（0.1％）

投資的経費
1,740,160千円
（14.2％）

その他の経費
5,018,050千円
（40.9％）

義務的経費
5,511,790千円
（44.9％）歳出

【性質別】
12,270,000千円
（100.0％）

扶助費
1,506,977千円
（12.3％）

公債費
1,957,891千円
（16.0％）

普通建設事業費
1,740,160千円
（14.2％）

物件費
1,476,919千円
（12.0％）

維持補修費
109,479千円
（0.9％）

補助費等
1,941,508千円
（15.8％）

積立金
48,773千円
（0.4％）

歳
　
入

歳
　
出

※（　）内は、平成 22年 3月1日現在の越前町の人口 24,191 人で割った町民1人当たりの金額です。

町債（借入金）返済に

19億5,789万1千円
（80,935円）

公 債 費
高齢者・障がい者福祉、
子育て支援などに

29億4,129万4千円
（121,586円）

民 生 費
小・中学校教育、

社会教育、スポーツ振興
などに

13億4,923万3千円
（55,774円）

教 育 費
道路・河川改良、
住宅管理などに

9億7390万円
（40,259円）

土 木 費
農道・林道整備、
漁港改良などに

11億3,814万1千円
（47,048円）

農林水産業費

コミュニティバス
運行、交通安全・
防犯対策などに

16億2,975万3千円
（67,370円）

総 務 費
健康づくり、母子健診、
ごみ処理などに

8億8,243万2千円
（36,478円）

衛 生 費
商工業・観光振興

などに

5億2,403万7千円
（21,662円）

商 工 費
消防、防災対策などに

6億5,702万5千円
（27,160円）

消 防 費
議会運営、災害復旧、
基金積立などに

2億1,629万4千円
（8,941円）

そ の 他

【
性
質
別
】

【
目
的
別
】



新しい区長のみなさんです。
よろしくお願いします。

町と町民のみなさんを結ぶ架け橋になっていただく平成22年の区長が決まりました。
各地区の区長は次のみなさんです。（敬称略）
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越前地区乗り合いルート  時刻表
停留所名 １　便 2　便
茂　原 8:46 …

〜
糠長島 ９：００ …

南保育所前 ９：１０ …
なぎさの湯 ↓ 12:50

〜
梨子ケ平 ９：３０ １３：１０
血ケ平 ９：４０ １３：２０

〜
なぎさの湯 １１：１０ １４：５０
南保育所前 … １５：２５

糠長島 … １５：３５
〜

茂　原 … １５：４９

　４月１日（木）から「宮崎コミュニティセンター」停留所と「陶芸村口」停留所の間に、「江波」停留所を新設します。
新設した「江波」停留所の時刻は、時刻表（太字の箇所）のとおりです。

　４月１日（木）から１便の「糠長島」停留所９：00発
と２便の「なぎさの湯」停留所14：50発の後に、既設の

「南保育所前」停留所を追加し、乗降できるようにします。
追加した「南保育所前」停留所の時刻は、時刻表（太字
の箇所）のとおりです。

環状ルート（右回り・左回り）時刻表

停留所名 １　便 ２　便 ３　便 ４　便
右回り 左回り 右回り 左回り 右回り 左回り 右回り 左回り

越前町役場 7:55 9:43 9:40 11:01 11:40 13:00 15:00 16:21
〜

宮崎コミュニティセンター 8:22 8:49 10:07 10:34 12:07 12:33 15:27 15:54
江　　波 8:23 8:48 10:08 10:33 12:08 12:32 15:28 15:53
陶芸村口 8:23 8:48 10:08 10:33 12:08 12:32 15:28 15:53

〜
越前町役場 9:08 8:05 10:53 9:43 12:53 11:47 16:13 15:08

●環状ルート（右回り・左回り）

●越前地区乗り合いルート

「下河原」停留所

「陶芸村口」停留所

「宮崎コミュニティセンター」停留所

環状ルート運行路線

「江波」停留所
（新設）

鯖江丹生消防組合
消防署丹生分署

越前地区乗り合い
ルート運行路線

南保育所前★

デマンド方式

問合せ先
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地域の賑わいをみんなの手で
～地域コミュニティ活動～

区
の
活
動
も
縮
小
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
過
疎
化
や
少
子
高

齢
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
地
域
で
は
、
公
益
的
な
活
動

や
伝
統
文
化
の
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
る
な
ど
、
自
治
機
能

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
町
で
は
、
地
域
に
組
織
さ
れ
て
い
る
各
種

団
体
や
地
域
住
民
を
構
成
員
と
し
て
、
旧
町
村
の
単
位

で
あ
る
朝
日
、
宮
崎
、
越
前
、
織
田
の
４
地
区
（
※
１
）

に
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
地
区
内
の
団
体
や
個

人
の
活
動
を
結
び
つ
け
、
よ
り
大
き
な
力
と
し
て
地
域

に
貢
献
す
る
組
織
で
す
。
そ
し
て
、行
政
と
の
協
働
（
※

２
）
の
主
役
と
し
て
活
動
し
、
地
域
の
特
性
や
状
況
に

応
じ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
と
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
つ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
相
互
の
関
わ
り

合
い
が
、
町
全
体
の
活
力
へ
と
つ
な
が
り
、
魅
力
あ
る

「
越
前
町
」
を
創
造
し
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
地
域
の
人
々
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
（
共
同
体
）
意
識
を
も
ち
、
自
分
た
ち
が
住
ん

で
い
る
地
域
を
、
み
ん
な
の
力
で
自
主
的
・
主
体
的
に

住
み
よ
い
環
境
に
す
る
た
め
に
取
り
組
む
集
団
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

従
来
、
地
域
で
は
福
祉
や
環
境
、
防
災
、
ま
た
は
教

育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
ま
つ
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
協

力
し
取
り
組
む
こ
と
で
、
住
民
同
士
の
親
睦
が
図
ら
れ
、

相
互
扶
助
の
意
識
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
の
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ

り
、
地
域
力
の
低
下
が
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
区
や
各
種
団
体
の
機
能
強
化
、

さ
ら
に
は
新
た
な
組
織
づ
く
り
に
よ
っ
て
地
域
の
課
題

を
解
決
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
、
住
民
の
自
発
的

な
活
動
や
行
政
の
働
き
か
け
な
ど
を
き
っ
か
け
に
各
地

で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
旧
町
村
か
ら
続
く
１
１
８
の
区
を
は
じ

め
、
壮
年
会
、
婦
人
会
と
い
っ
た
世
代
別
団
体
や
文
化

協
議
会
、
体
育
協
会
な
ど
に
よ
っ
て
地
区
ご
と
の
活
動

が
行
わ
れ
、
地
域
の
住
民
同
士
の
関
わ
り
合
い
や
暮
ら

し
の
豊
か
さ
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
村

の
合
併
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
地

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組
織
や
構
成
員
は
、
各
地
域
で

検
討
し
て
定
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

①　

地
域
の
振
興
方
策
の
調
査
研
究

②　

地
域
振
興
計
画
書
の
策
定
、
実
施

③　

地
域
に
お
け
る
祭
り
や
文
化
継
承
事
業

④　

地
域
の
広
報
広
聴
活
動

⑤　

情
報
交
換
・
交
流
活
動

⑥　

生
涯
学
習
講
座
な
ど
の
実
施

⑦　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

⃝

区
、
各
種
団
体
組
織
な
ど
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⃝

活
動
を
と
お
し
、
地
域
の
人
た
ち
の
親
睦

や
絆
が
深
ま
り
ま
す
。

⃝

行
政
と
の
協
働
で
、
行
政
が
身
近
な
も
の

と
な
り
、
町
の
計
画
や
施
策
が
よ
り
地
域

の
実
情
に
即
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

⃝

区
や
各
種
団
体
の
単
独
で
は
存
続
や
実
施

が
難
し
い
事
業
も
可
能
と
な
る
ほ
か
、
よ
り
大
き
な
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
で
き
ま
す
。

⃝

「
住
み
続
け
た
い
町
、
帰
っ
て
来
た
い
町
」
と
し
て
若

者
の
心
に
根
付
き
ま
す
。

⃝

能
力
の
発
揮
や
自
己
実
現
の
機
会
が
増
え
、
生
き
が
い

の
場
と
な
り
ま
す
。

⃝

世
代
間
の
交
流
が
、
全
世
代
の
活
力
に
つ
な
が
り
、
地

域
に
賑
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
や

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
、
公
平
性
や
総
合
性
な

ど
を
備
え
た
組
織
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
、
町
は
町
民
と
の
協
働
の
立
場
か
ら
、
次
の
よ
う
な

活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
活
動
拠
点
施
設
の
整
備

　

朝
日
地
区
：
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
利
用

　

宮
崎
地
区
：
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設

　

越
前
地
区
：
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
改
修

　

織
田
地
区
：
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設

○
事
業
運
営
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

町
は
、
各
地
区
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た
き
め
細
か
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

と
新
た
な
展
開
を
図
り
ま
す
。

⃝

運
営
交
付
金
な
ど
の
交
付

　

運
営
交
付
金
や
補
助
金
の
交
付
、
国
・
県
な
ど
の
補
助

制
度
な
ど
の
活
用

⃝

職
員
の
派
遣
（
事
務
局
）

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
事
務
や
生
涯
学
習
な
ど
の
各

種
活
動
の
支
援

⃝

地
域
と
の
情
報
交
換
、
行

政
情
報
や
専
門
的
知
識
の

提
供
、
組
織
の
規
約
作
成

や
事
業
計
画
の
策
定
等
へ

の
参
画

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
っ
て

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
イ
メ
ー
ジ

　
町
の
支
援

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
取
り
組
む

　
事
業
の
例

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
に
よ
り
、

　
次
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※１ 
　一般的には、地域コミュニティの単位
は生活環境にまとまりがある範囲とし
て、合併前の旧町村や小・中学校校区な
どの規模とされています。
　町で４地区にコミュニティを組織する
理由は、それぞれの地区に旧町村から活
動を続ける区長会や各種団体のまとま
りや伝統があり、機能していること、地区
を挙げての大きなイベントがあること、
農山漁村の特性に分かれること、中学校
の校区と一致することからです。
※２ 
　協働とは、区長会や世代別団体、ボラ
ンティア団体、企業等の多様な団体と
行政が相互の理解と信頼のもと一体と
なって、目的を共有し、連携、協力して地
域の公共的な問題の解決を目指すこと
を意味しています。

　

町
内
４
地
区
に

　
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」を

シ
リ
ー
ズ

行
政
改
革
⑥地域コミュニティ イメージ図

区長会や各種団体の代表
者による最高議決機関。

総代会 地　域　住　民
部会活動で連携 それぞれの活動

など

● 地区コミュニティの事
業について掌握し、指
導する主要機関。

● コミュニティセンターの
運営や各部会の活動など
地区コミュニティの年間
事業の企画・立案を行う。

運営委員会

　各種団体が
協力し、地区
全体での取り
組みを分野ご
とに企画・実践
する組織

（専門部会）

監　事

事務局

楽しく潤いの
ある生活部会

ふるさとづくり
部会

文化
協議会

婦人会

消防団

産業別
団体

イベント
実行
委員会

体育
協会

区

壮年会

PTA
各種

まちづくり
活動団体

ボランティア
団体

老人会 子ども
会
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男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...
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▲感謝状の贈呈を受ける 座長の宮川絹祥さん

▲「負けないぞ！」
　  狙いをさだめてチョットかっこよく…

▲みんな必死！この勝負どうなったかな ??

▲小学男子１部で優勝した
　朝日ホッケースポーツ少年団

▲大会に出場した
　朝日中学校の選手の皆さん

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

　

２
月
21
日
、織
田
地
区
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
ド
ッ
チ

ビ
ー
大
会
が
、織
田
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、13
チ
ー
ム
約

１
９
０
人
が
熱
い
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、積
極
的
に
フ
リ
ス
ビ
ー
を
追
い
か
け
た
り
、飛

ん
で
く
る
フ
リ
ス
ビ
ー
か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
な
ど
様
々

で
、「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」と
仲
間
と
の
連
携
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

　

２
月
23
日
、ま
～
る
く
参
画
一
座
に
鯖
江
警
察
署
長
よ
り

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
～
る
く
参
画
一
座
は
、「
振
り
込
め
詐
欺
と
悪
質
商
法
」

を
自
作
の
寸
劇
で
上
演
し
、町
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
と
被

害
防
止
に
成
果
を
あ
げ
、振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
運
動
に
貢
献

し
ま
し
た
。

ま
～
る
く
参
画
一
座
に

鯖
江
警
察
署
長
感
謝
状
贈
呈

　

3
月
13
日
・
14
日
と
3
月
20
日
・
21
日
に
長
居
球
技
場（
大

阪
市
）で
第
44
回
西
日
本
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
４
つ
の
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
朝
日

中
学
校
男
子
・
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
参
加
し
、各
部
門
で
好

成
績
を
収
め
、「
ホ
ッ
ケ
ー
王
国 

越
前
町
」を
強
く
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　

試
合
結
果（
入
賞
の
み
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
小
学
男
子
１
部
】　
優　

勝　

朝
日
ス
ポ
少

　
　
　
　
　
　
　
　

４　

位　

糸
生
ス
ポ
少

【
小
学
男
子
２
部
】　
優　

勝　

糸
生
ボ
ー
イ
ズ

【
小
学
女
子
２
部
】　
優　

勝　

朝
日
ガ
ー
ル
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

EchizenH
O

M
ES

ス
ポ
少

　
　
　
　
　
　
　
　

４　

位　

糸
生
ス
ポ
少

【
中
学
男
子
１
部
】　
３　

位　

朝
日
中
学
校

【
中
学
男
子
２
部
】　
優　

勝　

朝
日
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

朝
日
ク
ラ
ブ

【
中
学
女
子
１
部
】　
準
優
勝　

朝
日
中
学
校

西
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
で

町
内
チ
ー
ム
が
上
位
を
独
占
!

　平成21年度「気づき事業」は、町内６校と11区・団体で実施しました。
　小学校では「自分も相手も大切にするコミュニケーション術」をテー
マに楽しく学びました。また、中学校では「自分を好きになることか
ら始めよう！」や「将来について考える」、「自分
らしさを考える」などをテーマに講演会や講座を
開き、自己を見つめる機会を持ちました。
　詳しい内容については「気づき事業報告集」に
掲載しています。希望する人は、男女共同参画室
までご連絡ください。

（平成21年度気づき事業）

学校編 地　　　域　　　編
常磐小学校 新庄地区 岩開区
萩野小学校 織田第６支部 小倉区
朝日中学校 高佐区・浜なでしこ会 小曽原壮年会
宮崎中学校 道口区 樫津月一会
越前中学校 白浜婦人・壮年・子ども会 三崎壮年会
織田中学校 気比庄区

第 60 回

Vol. 60

男女共同参画室　☎34－8715問合せ先

「気づき事業」931人が受講

◇青年海外協力隊員、バヌアツへ出発◇
　3月18日、青年海外協力隊として派遣される岩城久嗣さん

（厨）が、出発に先立ち町長を表敬訪問しました。
　岩城さんは、平成21年度4次隊としてバヌアツ共和国へ派遣
され、特に主要道路の建設整備や管理についての指導・助言な
どを行うことになっています。3月23日に日本を発ち、2年間の
活動をする予定です。

国際交流室　☎34－8713問合せ先

☆マデリンさんのお菓子教室☆
と　き：4月24日（土） 午後1時30分から午後4時まで
ところ：越前町生涯学習センター 2階  調理室
対　象：小学1年生以上の人　定員16人

小学校1年生から5年生までの人は、保護者同伴でご参加ください。
参加費：600円（予定）
講　師：国際交流員 マデリン
締　切：4月19日（月）

◀
保
護
者
も
一
緒
に
受
講

（
常
磐
小
学
校
５
・
６
年
）

▲平成21年度
「気づき事業報告集」

◀
友
だ
ち
と
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

（
萩
野
小
学
校
５
・
６
年
生
）

◀
真
剣
に
耳
を
傾
け
る
生
徒
た
ち

（
朝
日
中
学
校
２
年
生
）

参加お待ち
しています♪

町 国際交流協会では、今年もアメリカ・

タイ・オーストラリアの小中学生と交

流を予定しています。参加希望の児童・生徒・

ご家族はご連絡ください。

派遣先
　アメリカ ：8人（中学1、2年生／ 7月下旬）

　タ　　イ ：4人（小学6年生／ 8月中旬）

　オーストラリア ：16人（中学1、2年生／ 3月中旬）

受け入れ
　タ　　イ ：54家族（10月上旬）

　オーストラリア ：15家族（9月下旬）
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲計画書を提出する髙田会長、木下副会長。

実践内容を、
写真を使って発表

平
成
22
年
度 

越
前
町
農
作
業
標
準
料
金

　

農
作
業（
稲
作
）標
準
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

実
際
に
支
払
わ
れ
る
作
業
料
金
は
、事
前
に
両
者
で
話
し

合
い
で
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
越
前
町
農
業
委
員
会　

☎
３
４ｰ

８
７
０
４

　

３
月
４
日
、越
前
町
漁
協（
小
樟
）で
女
性
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
着
用
推
進
員（
通
称
：
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
レ
デ
ィ
ー
ス

（
L
G
L
））に
越
前
町
漁
協
女
性
部
会
員
30
人
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。（
主
催
：
敦
賀
海
上
保
安
部
）こ
れ
は
、漁
業
に
従

事
す
る
夫
た
ち
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
は
身
近
な
家
族
か
ら
の
呼
び
か
け
活
動
が
大
切
で

あ
る
と
の
認
識
の
も
と
に
、平
成
18
年
９
月
か
ら
始
ま
り
、

今
で
は
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
の
全
国
の
海
難
事
故
の
船
舶
の
約
３
割
は
漁

船
で
す
。
ま
た
、海
難
事
故
で
の
死
亡
、行
方
不
明
者
の
約

８
割
は
漁
業
従
事
者
で
、操
業
中
に
海
に
転
落
し
た
場
合
、

救
命
胴
衣
を
つ
け
て
い
な
い
場
合
は
、66
％
が
死
亡
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、救
命
胴
衣
を
装
着
し
て
い
る
と
73
％
が
生

存
し
て
い
ま
す
。
救
命
胴
衣
は
、浮
き
や
す
く
、蛍
光
色
な
ど

目
立
つ
色
の
た
め
、発
見
・
救
助
さ
れ
や
す
い
の
で
す
。
出

席
し
た
会
員
た
ち

は
、「
漁
業
に
従
事
す

る
夫
や
息
子
な
ど
家

族
に
積
極
呼
び
か
け

て
い
き
た
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。
委

嘱
式
の
後
に
は
、海

難
防
止
講
習
会
が
開

か
れ
、参
加
者
は
熱

心
に
講
義
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

越
前
町
で
は
、平
成
16
年
度
に「
え
ち
ぜ
ん
っ
子
育
成
支
援

総
合
計
画
」を
策
定
し
、子
ど
も
の
健
全
育
成
や
子
育
て
、家

庭
へ
の
支
援
の
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、第
２
次
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
、策
定
委
員
会
で
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
委
員
会
で
は
４
回
の
協
議
を
重
ね
、「
子
ど
も
の
笑

顔　

親
の
愛
情　

み
ん
な
で
や
さ
し
く
育
む
ま
ち
を
目
指
し

て
」を
基
本
理
念
と
し
て
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

ど
、髙
田
久
代
子
会
長
と
木
下
美
智
代
副
会
長
か
ら
町
長
に

計
画
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

救
命
胴
衣（
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
）を

つ
け
よ
う

第
2
次
え
ち
ぜ
ん
っ
子

育
成
支
援
総
合
計
画
答
申

（単位；10a 当り）

作　業　区　分 作業料金 適要

耕うん
耕  起 6,200円 耕うん3回（耕起1回・代か

き作業は2回がけ）代かき 6,000円

田　植 田植機 側条施肥 6,900円 苗代および肥料代含まない
（施肥を伴う場合）

収　穫 コンバイン 14,200円 生産物の運搬含まない

圃場条件 標　準　料　金　指　針

おおむね30a 以上 標準料金適用

おおむね30a 未満 標準料金に5％加算

おおむね20a 未満 標準料金に10％加算

おおむね10a 未満 標準料金に10 ～ 30％加算

＊上記の料金については消費税は含まれておりません。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、民
間
な
ど
の
能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
運
営
経
費
の
節
減

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、次
の
７
施
設
の
指
定
管
理
者
の
募
集
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

●
越
前
町
ふ
る
さ
と
特
産
加
工
場（
小
倉
）

　

特
産
品
加
工
・
販
売
施
設

●
ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前（
厨
）

　

温
水
プ
ー
ル

●
泰
澄
の
杜（
小
倉
）

　

温
泉
宿
泊
施
設
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設

●
越
前
温
泉
露
天
風
呂「
漁
火
」（
厨
）

　

温
泉
施
設（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
内
）

●
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
厨
）

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
棟
、マ
ー
ケ
ッ
ト
棟（
海
鮮
市
場
、レ
ス
ト
ラ
ン
）

●
悠
久
ロ
マ
ン
の
杜（
笈
松
）

　

コ
テ
ー
ジ
村
、か
や
ぶ
き
の
宿
、そ
ば
打
ち
体
験
施
設
、

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
、ス
ー
パ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

●
オ
タ
イ
コ
ヒ
ル
ズ（
下
河
原
）

　

宿
泊
研
修
施
設
、太
鼓
練
習
館
、文
化
伝
承
館
、野
外
ス

　

テ
ー
ジ
、体
育
館
、グ
ラ
ウ
ン
ド
、レ
ス
ト
ラ
ン

※
募
集
施
設
や
募
集
期
間
に
つ
い
て
は
、町
の
広
報
や
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、使
用
申
請
先
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

●
申
請
窓
口　
サ
ン
ラ
イ
ズ
織
田（
織
田
１
０
９ｰ

５
７
）

☎
３
６ｰ

２
１
４
１

　

ご
利
用
の
際
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、民
間
の
能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
経
費
の
節
減
な
ど
を
図
る
た
め
、4
月
１
日
か
ら
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
幸
若
苑
」の
管
理
に
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
ま
し
た
。

　

今
回
、指
定
管
理
者
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、社
団
法
人
越
前

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
、平
成
22
年
4
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
、幸
若
苑
の
管
理
運
営

を
行
い
ま
す
。

平
成
22
年
度 

指
定
管
理
者
候
補
者
の

募
集
を
予
定
し
て
い
る
施
設

織
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
織
田
」

の
使
用
申
請
窓
口
が
変
更
に
な
り
ま
す

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
幸
若
苑
」
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

地
域
づ
く
り
実
践
発
表

　

３
月
13
日
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
織
田
分
館
で
第
２
回

地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
活
性
化
へ
の
方
向
性
、在
り
方
を
検
討
す

る
た
め
36
人
が
参
加
し
、地
域
を
よ
り
住
み
や
す
く
す
る
た

め
に
、実
践
内
容
や
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
の
活
動
状
況
を

話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、集
落
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で

「
保
全
と
自
然
に
親
し
む
こ
と
や
事
業
の
継
続
性
の
大
切

さ
」「
世
代
間
交
流
を
図
る
中
で
の
地
域
の
絆
づ
く
り
と
地

区
の
活
性
化
」「
居
住
地
域
に
愛
着
を
も
っ
て
区
民
が
フ
ラ

ン
ク
に
誰
と
で
も
話
し
合
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
」に
取

り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

梅の花ついばむ小鳥二羽三羽　　　　山内　照子
岸の草飲み込み流る雪

ゆき

解
げ

川　　　　　山内　昭子
バンクーバー虜

とりこ

になつて春炬達　　　木村　松子
うぶ声を待つ間の息子春日和　　　　山内　節子

　

新
シ
ス
テ
ム
に
更
新
し
た
こ
と
で
、町
民
の
皆
さ
ん
に
葬

斎
場
予
約
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
鯖
江
広
域
衛
生
施
設
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
す
る
こ
と
に
よ
り
予
約
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.sabae-koikieisei.jp/ 

問
合
せ
先　
鯖
江
広
域
衛
生
施
設
組
合　

☎
５
１ｰ

２
４
０
６

鯖
江
葬
斎
場
予
約
シ
ス
テ
ム
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
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み
ん
な
集
ま
れ
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織
田
児
童
館
移
転
の
お
知
ら
せ

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

～
4
月
6
日（
火
）か
ら
15
日（
木
）ま
で
～

4
月
10
日（
土
）は
、「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す
！

　

４
月
１
日
か
ら
、織
田
児

童
館
が
正
面
向
か
い
の
織
田

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
旧
織

田
保
育
所
）へ
移
転
し
ま
し

た
。
今
後
と
も
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
過
ご
せ
る
場
と
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

子
育
て
支
援
課

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

　

こ
れ
ら
の
運
動
は
、交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
飲
酒
運

転
や
無
謀
運
転
、過
労
運
転
が
無
い
よ
う
に
交
通
安
全
に
十

分
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
重
点
】

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

●
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

●
交
通
安
全
ス
ロ
ー
・
シ
グ
ナ
ル
・
シ
ャ

イ
ン（
３
Ｓ
）運
動
の
推
進

旧住所 新住所

番地 越前町織田153-2-11 越前町織田153-3

電話 ３６－１０９９ ３６－２２３２

開館時間 午後1時から午後6時まで
（平日・土曜日・長期休暇）

変更なし
休館日 日曜日・国民の祝日・

年末年始

◎
加
入
対
象

　

５
人
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、地
域
活
動
を
行
う
社
会
教
育
関
係
団
体

◎
対
象
と
な
る
事
故

　

団
体
活
動
中
の
事
故
・
往
復
中
の
事
故

◎
掛
金　
６
０
０
円
～
９
，０
０
０
円　

　
　
　
　
（
活
動
内
容
・
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

◎
加
入
方
法

　

加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、保
険
料
を
添
え

て
金
融
機
関
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
加
入
受
付
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

※
平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
福
井
銀
行
を
利
用
す
る
場
合

　
　

も
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
。

◎
問
合
せ
先

　
（
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会　

福
井
県
支
部

　

☎（
０
７
７
６
）３
４ｰ

２
７
１
９

　

http://w
w

w
.sportsanzen.org

１
０
０
０
万
人
の
保
険 

小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
を
!!

工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主管課

宮崎コミュニティセンター建設工事 349,650,000 円 ㈱関組越前営業所・タケウチ住建㈱・山内建設㈱ 行政改革推進室

宮崎コミュニティセンター建設工事監理委託業務 7,402,500 円 伊部建築設計事務所 行政改革推進室

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業左右地区農道整備工事その２ 15,781,500 円 ㈱大生 農林水産課

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業左右地区農道整備工事その３ 25,620,000 円 岬建設㈱ 農林水産課

平成21年度越前中学校耐震補強工事 187,950,000 円 ㈱大生・㈱山本工務店・橋本建設㈱ 学校教育課

平成21年度宮崎中学校耐震補強工事 75,495,000 円 前田建設㈱ 学校教育課

平成21年度常磐小学校耐震補強工事 21,000,000 円 ㈱松田工務店 学校教育課

平成21年度越前中学校耐震補強工事監理委託業務 6,699,000 円 ㈱シルバー建築設計事務所 学校教育課

平成21年度宮崎中学校耐震補強工事監理委託業務 3,150,000 円 北の設計 学校教育課

平成21年度織田民俗資料館跡地駐車場整備工事 8,505,000 円 丸善工務店㈱ 文化スポーツ室

平成21年度朝日郷土資料館跡地駐車場整備工事 2,656,500 円 丹南開発㈱ 文化スポーツ室

平成21年度 工事等発注一覧 (250万円以上 ) 1月16日～ 2月15日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
人
は
次
の
事
項
を
ご
確
認
の
上
、お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
広
告
の
規
格

　

サ
イ
ズ
…
縦
60
ピ
ク
セ
ル
・
横
１
６
０
ピ
ク
セ
ル

　
画
像
形
式
…
J
P
E
G
形
式
ま
た
は
G
I
F
形
式

　

デ
ー
タ
容
量
・
８
キ
ロ
バ
イ
ト
以
下

●
広
告
掲
載
料

　

１
枠
あ
た
り
月
額
５
、０
０
０
円（
税
込
み
）

●
広
告
掲
載
位
置　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
部
に
掲
載
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、広
告
原
稿
を
添

え
て
企
画
財
政
課
ま
で
、持
参
、郵
送
、電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
詳
し

い
こ
と
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先　
企
画
財
政
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
２

　
　
　
　
　

越
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

http://w
w

w
.tow

n.echizen.fukui.jp/

寒暖の日毎の変化老惑
まど

う　　　　　　西元　青石
月参り墓に水仙供へたり　　　　　　嵐　喜美枝
一輪の水仙香る細き道　　　　　　　酒井スマ子

　

近
年
、災
害
形
態

も
複
雑
多
様
化
し
て

き
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、住
民
の
強
い
期

待
に
応
え
、消
防
力

の
強
化
に
図
る
た

め
、丹
生
分
署
に
最

新
鋭
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
導
入
し
ま

し
た
。

　

こ
の
車
両
は
従
来

の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
機
能
の
他
に

７
０
０
リ
ッ
ト
ル
の

ス
テ
ン
レ
ス
製
水
槽

を
装
備
し
て
お
り
、一
般
火
災
に
対
し
速
や
か
に
活
動
で
き
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
交
通
事
故
な
ど
の
救
助
活
動
に
対
応
で
き
る
救
助
資

機
材
を
積
載
し
て
お
り
、各
種
災
害
に
対
応
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

問
合
せ
先　
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
消
防
署

　
　
　
　
　

丹
生
分
署　
　

☎
３
６ｰ

０
１
１
９

　
　
　
　
　

朝
日
分
遣
所　

☎
３
４ｰ

０
１
１
９

　
　
　
　
　

越
前
分
遣
所　

☎
３
７ｰ

０
１
１
９

鯖
江
・
丹
生
消
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

http//w
w

w
.fb-sabaenyu.jp/

丹
生
分
署
に
新
型
消
防
車
両
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
20
日
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
プ
ー
ル
内
は
、ジ
ャ
ン
グ
ル
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
樹
木
や
動
物
に
囲
ま
れ
、チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ー
ル
に
は
小

さ
い
子
ど
も
で
も
楽
し
め
る
滑
り
台
を
新
し
く
設
置
し
ま
し

た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、一
層
楽
し
め
る
施
設
と
な
り
ま

し
た
の
で
、皆
さ
ん
、ご
家
族
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
・
露
天
風
呂
漁
火

☎
３
７ｰ

２
３
６
０

み
ん
な
で
楽
し
も
う
！

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
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寒修行僧の素足が赤く滲み　　　　　　　関谷一之助

　

町
内
に
は
桜
の
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、日
本
さ
く
ら
の

会
認
定「
桜
の
女
王
」が
来
町
し
た
と
き
に
桜
の
植
樹
を
し

た
越
前
陶
芸
公
園
や
、約
１
０
０
本
の
大
木
で
夜
桜
の
よ
そ

お
い
も
楽
し
め
る
古
墳
公
園
の
桜
並
木
、日
蓮
宗
の
本
山
身

延
山
あ
た
り
の
し
だ
れ
桜
の
種
子
を
拾
っ
て
き
て
ま
い
た

と
い
わ
れ
、町
の
天
然
記
念
物
に
も
な
っ
て
い
る
法
華
寺
の

し
だ
れ
桜
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
特
に
陶
芸
公
園
に
は
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
、し
だ
れ
桜
な
ど
約
千
本
の
桜
の
木
が
各
所
に
植

え
ら
れ
て
い
る
た
め
、見
頃
と
な
る
時
期
に
は
公
園
内
に
桜

の
花
が
咲
き
乱
れ
ま
す
。
一
度
町
内
の
桜
の
名
所
を
散
策

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

越
前
夏
ま
つ
り
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

越
前
夏
ま
つ
り
企
画
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の

思
い
を
活
か
し
て
越
前
の
夏
を
あ
な
た
色
に
!!

夏
ま
つ
り
開
催
日

　
　
　
　
　

7
月
1
日（
木
）　

海
開
き
神
事
及
び
豊
漁
祭

　
　
　
　
　

7
月
17
日（
土
）　

越
前
夏
ま
つ
り
２
０
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
荒
天
候
翌
日
順
延
）

募
集
人
数　
若
干
名

募
集
期
間　
4
月
1
日（
木
）か
ら
4
月
14
日（
水
）ま
で

　
　
　
　
　
〈
土
日
は
除
く
〉

対　
　
象　
町
内
在
住
の
人
で
、企
画
会
議
・
ま
つ
り
当
日

　
　
　
　
　

に
参
加
で
き
る
人

　
　
　
　
　

※
企
画
会
議
は
月
２
回
ほ
ど
、平
日
の
午
後
7

　
　
　
　
　
　

時
30
分
頃
か
ら
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

商
工
観
光
課
内　

越
前
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課 

内
）

☎
３
４ｰ

８
７
２
０　

F
A
X
3
4ｰ

1
2
3
6

と　
　
き 

５
月
16
日（
日
）［
予
備
日
５
月
23
日（
日
）］

 

午
前
９
時
か
ら

と
こ
ろ 

織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格 

町
内
に
住
ん
で
い
る
、ま
た
は
勤
め
て
い
る
15
歳

以
上
の
人
。
た
だ
し
、学
生
で
硬
式
野
球
部
に
所

属
し
て
い
る
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

チ
ー
ム
編
成 

監
督
を
含
む
選
手
10
人
以
上
20
人
以
内

競
技
方
法 

町
内
４
地
区
の
対
抗
戦
と
し
、ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
７
回
戦
で
行
い
ま
す
。

参
加
料 

１
チ
ー
ム
３
，０
０
０
円

申
込
方
法 

各
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、ま
た
は
事
務
局
・

問
合
せ
先
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

申
込
期
限 

４
月
30
日（
金
）必
着

申
込
先 

越
前
町
軟
式
野
球
協
会
事
務
局

 

高
島
隆
治（
㈲
佐
々
木
隆
文
堂
内
）

 

☎
０
９
０ｰ

２
８
３
３ｰ

２
５
８
７

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

３
６ｰ

０
６
６
０

問
合
せ
先

　

朝
日
地
区　

時
田　

典
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
４ｰ

１
１
１
６

　

宮
崎
地
区　

向
当
甚
右
ヱ
門

☎
０
９
０ｰ

５
６
８
３ｰ

３
５
５
８

　

越
前
地
区　

京
谷　

明
宏☎

０
９
０ｰ

８
２
６
０ｰ

６
３
７
３

　

織
田
地
区　

高
島　

隆
治☎

０
９
０ｰ

２
８
３
３ｰ

２
５
８
７

越
前
町
お
花
見
情
報
!!

【
越
前
夏
ま
つ
り
２
０
１
０
】企
画
委
員
募
集
!!

第
５
回
町
民
軟
式
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

越前陶芸村は4月18日（日）のクラフト市や、過去５年間のユニークな器展受賞
作品の展示（４月１日（木）～６月２７日（日））など、春のイベント盛りだくさんです。

追加情報！

詳しくは　越前陶芸村総合案内所 ☎32ｰ2084
　　　　  福井県陶芸館   ☎32ｰ2174　　　　 検 索越前陶芸村

・古墳公園からの桜並木 ・西田中バス停前
・越前陶芸公園 ・法華寺のしだれ桜 ・陶の谷駅跡
・茂原地区の忠魂碑（入日ヶ滝） ・厨地区八幡神社西側公園
・道口地区の白山神社 ・萩野小旧笈松分校 ・不老山公園など

問合せ先　観光振興室　☎34ｰ8705

町内の主な桜の名所

「法華寺のしだれ桜」（蝉口） 「越前陶芸公園」（小曽原）

品格に家訓としつけ滲みている　　　　　　竹内　涼子
戴いた恩は五臓に滲みわたる　　　　　　　山田千栄子

平成2２年度『介護予防教室』のご案内

対象者：町内にお住まいの６5歳以上の人

問合せ先

お知らせ

※その他、各集落公民館では介護予防サポーターによる介護予防教室を行っています。
　詳細は、地域包括支援センターへお問い合せください。

越前町地域包括支援センター
在宅介護支援センターさざんかホール（朝日）
海楽園在宅介護支援センター（越前）
越前町在宅介護支援センター（宮崎・織田）

宮崎在宅介護支援センター（シルバーハイツ宮崎内）は、２１年度をもちまして業務を終了しました。
宮崎地区は、越前町在宅介護支援センター（織田保健福祉センター内）が担当させていただきます。

☎３６－１０６７ 
☎３４－１４４０
☎３９－１４６１
☎３６－１０６７

…………………
…

…………
……

人は年齢を重ねると、ちょっとした体調の変化から、閉じこもりや寝たきりにつながることがあり
ます。自分らしくいきいきと毎日を暮らしていくために介護予防教室に参加し、はつらつとした健
康長寿を目指しましょう。 

生き生き倶楽部
(認知症予防）

つるかめ教室

越前つるかめ体操
脳トレ、手芸

越前つるかめ体操
バランス、下肢筋力アップ訓練

毎週金曜日
午後１時３０分から午後３時まで

毎週火曜日
午後１時３０分から午後３時まで

朝日保健センター

朝日保健センター

朝
日
地
区

教室名 内　容 日　時 場　所

生き生き教室
(認知症予防）

つるかめ教室

右脳を刺激するゲーム
手工芸

越前つるかめ体操
レクリエーション

毎週木曜日
午前９時３０分から午前１１時まで

毎週火曜日
午後１時３０分から午後３時まで

宮崎保健センター

３か月単位で集落公
民館で行います

３か月単位で集落公
民館で行います

越前地域福祉センター
（なぎさの湯）

宮
崎
地
区

教室名 内　容 日　時 場　所

生き生き教室
(認知症予防）

つるかめ教室

越前つるかめ体操
脳トレ、手芸、レク

越前つるかめ体操
レクリエーション

毎週火曜日
午後１時から午後３時まで

毎週金曜日
午後２時３０分から午後４時まで

米ノ地区集会施設
越
前
地
区

教室名 内　容 日　時 場　所

生き生き教室
(認知症予防）

つるかめ教室

ほがらか苑

右脳を刺激するゲーム
手工芸

越前つるかめ体操
レクリエーション
越前つるかめ体操
レクリエーション

毎週月曜日
午前１０時から午前１１時３０分まで

毎週水曜日
午後１時３０分から午後３時まで
毎週火・木曜日

午後１時から午後３時まで

織田保健福祉センター

織田保健福祉センター

織
田
地
区

教室名 内　容 日　時 場　所
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＊健康診査を受けることができる人は次の①～③に該当する人です。健診当日は健康保険証を必ずご
持参ください。

　①越前町国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人
　②20歳から39歳（職場などで健診を受診する機会のない人）までで、
　　町の健診を希望する人（必ず事前に申込をしてください。）
　③長寿医療制度に加入している人で、町の健診を希望する人（必ず事前に申込をしてください。）
　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。
＊がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行

います。

※検査機関により検査項目・個人負担金などが異なります。　※織田病院は、1日ドックに乳がん検査が含まれています。
※県民健康センターは、1日ドックに乳がん・子宮がん検査が含まれています。

健康増進室  ☎36−1375　保健衛生課  ☎34−8710問合せ先

あなたとの思い出滲みる野辺送り　　　　山田　幸枝
まだまだと春が余白に待っている　　　　松村　典子

人間ドックの受診者を募集します
　生活習慣病は、年齢とともに長い年月をかけて徐々に進行していくものです。身体の異常に気付かずに放っておく
と、取り返しのつかないことにもなりかねません。生活習慣病にかからないためには、健康的な生活習慣を築くこと
はもちろんですが、それに加えて大切なのは、早期発見・早期治療に努めることです。そのためには、年に一度は検診
を受けて自分の健康状態をチェックしましょう。
　町では国民健康保険に加入している人を対象に人間ドックの受診費用の一部を助成しています。この機会にぜひ
ご利用ください。

◆人間ドックを受診された人は、特定健康診査を受診したことになり、同一年度内に特定健康診査を受診することは
できません。また、人間ドックの健診結果データを特定健康診査用として越前町に提供していただくことになり
ますので、ご了承ください。

対 象 者 ● 受診日において30歳以上で越前町国民健康保
険に加入している人

 ● 国民健康保険税を滞納していない世帯の人
実施期間 ● 平成23年3月31日（木）まで   

（受診日は、検査機関にご相談ください。）

申込期限 ● 平成22年12月28日（火）まで
申込方法	● 希望する検査機関に直接申込をしてください。  

 （※申込みと受診時に保険証が必要です。）

【検査機関・個人負担金】 （円）

所在地 検査機関
１日ドック

１日ドック
＋

大腸検査

１日ドック
＋

前立腺検査

１日ドック
＋

乳がん・子宮がん検査
（40歳未満・50歳以上）

１日ドック
＋

乳がん・子宮がん検査
（40歳～ 49歳）

男 女 男 女 男 女 女
 越前町  織田病院 10,000 10,000 12,000 12,000 10,000 ― ―

福井市
県民健康
センター 13,000 14,000 ― ― ― ― ―

福井県済生会病院 13,000 13,000 ― ― 13,500 15,000 16,000

検査機関	● 越前町国民健康保険織田病院  
 ☎36-1000

 ● 県民健康センター（ふくい健康の森内）  
 ☎0776-98-8003

 ● 福井県済生会病院  
 ☎0776-28-8513

個人負担金	● 検査機関の窓口で受診時に納めてくだ
さい。

住民課  ☎34－8708問合せ先

実 施 日 会　　　場 ＊健康診査　肺がん・結核検診 胃がん検診

5月13日㈭ 城ケ谷地区集会施設 午前9時から午前10時まで 午前8時30分から午前9時30分まで

成人の健康診査
4月の越前町関連の番組放送時間表

地域ふれあいチャンネル（2CH）
（アナログ2ch・デジタル091ch）

※番組は予告なく変更されることがありますので、ご了承ください。
問合せ先
　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課　☎21−3277

◎辻・裏々　越前町織田［上野］編
 10：15～ 10：30 （4/17～ 23）
 15：15～ 15：30 （4/17～ 23）
 21：15～ 21：30 （4/17～ 23）

◎ひと、くらし　輝いて
　第１回　越前町芸能祭
　    9：45～ 10：00 （4/10～ 16）
 14：45～ 15：00 （4/10～ 16）
 20：45～ 21：00 （4/10～ 16）

◎Ｊｒ［ジュニア］
　ドキドキワクワク1年生！！
　四ヶ浦小入学式
 9：30～ 9：45 （4/14～ 20）
 14：30～ 14：45 （4/14～ 20）
 20：30～ 20：45 （4/14～ 20）

◎丹南歴史探訪
　丹南の営み	丹南味な旅
　春の味覚	山菜料理
 10：30～ 11：00 （4/3～ 9）
 15：30～ 16：00 （4/3～ 9）
 21：30～ 22：00 （4/3～ 9）

定期接種対象者

１期 １歳〜２歳未満

２期 小学校就学１年前に相当する年齢の人
（Ｈ16.4.2 〜Ｈ17.4.1生）

３期 中学１年生に相当する年齢の人
（Ｈ9.4.2 〜Ｈ10.4.1生）

４期 高校３年生に相当する年齢の人
（H4.4.2 〜 H5.4.1生）

※３期対象者は、中学校で集団接種となります。
※定期予防接種対象者以外は、有料となります。

指定席楽しんで見るコンサート　　　　　　山谷　ゆり
空席に興味津津わく策士　　　　　　　　　司辻　文子

予防には、ワクチンが有効です !!

はしかにならない！はしかにさせない！

　はしか（麻しん）は、感染力が非常に強く、同
じ部屋にいるだけで感染します。免疫のない人が
感染すると、髄膜脳炎などの後、重度の後遺症が
残ったり、死亡する例もあります。特効薬はなく、
予防には、麻しんワクチンの接種が有効です。特
に、1歳から2歳は麻しん風しんにかかる可能性

が高いので、1歳になったら早めに接種しましょ
う。また2期・4期対象者は、案内通知が届いたら
早めに接種しましょう。（接種期限は、平成23年
3月31日までですが流行時期が春から初夏となっ
ているため8月末までに接種することをお勧めし
ます。）

申込・問合せ先　健康増進室  ☎36−1375
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問合せ先　税務課　☎34−8709

しっくりと話す言葉が身に滲みる　　　　武藤　久子
会席膳味に拘わり舌鼓　　　　　　　　　山内　千代

答え：次の方法で訂正することができます。また、確定申告をすることを忘れ   
        ていた場合は、直ちに申告をしてください。

確定申告書を提出した後で計算誤りなど申告内容に間違いがある
ことに気付いたらどうすればいいですか？

★確定申告が間違っていたとき

－ 税に関する情報は国税庁ホームページへ www.nta.go.jp －

　確定申告書を提出した後で、税額を多く申告していたことに気付いたときは、「更正の請求」を
して正しい税額への訂正を求めることができます。請求内容が正当と認められたときは、正し
い税額に減額されます。

【手続】 更正の請求書に必要事項を記入して、所轄の税務署長に提出してください。更正の請求書
は、 国税庁ホームページからダウンロードできます（税務署にも用意してあります）。

【期間】 更正の請求ができる期間は、原則として、確定申告書の提出期限から1年以内です。

　確定申告書を提出した後で、税額を少なく申告していたことに気付いたときは、「修正申告」を
して正しい税額に修正してください。
　なお、修正申告によって新たに納める税額は、修正申告書を提出する日（納期限）までに延滞税
と併せて納付してください。

【手続】 修正申告書に、必要事項を記入して所轄の税務署長に提出してください。修正申告書は、
国税庁ホームページからダウンロードできます（税務署にも用意してあります）。

【期間】 税務署から更正を受けるまではいつでもできますが、修正申告によって納める税額には、
法定納期限（平成21年分の所得税は3月15日（月））の翌日から納付する日までの期間
について延滞税がかかりますので、なるべく早く申告してください。

　　　 また、修正申告をする場合や、税務署長が更正を行う場合には、新たに加算税が賦課され
る場合があります。

　確定申告をしなければならないのに、確定申告をすることを忘れていたときは、直ちに申告をし
てください。確定申告期限を過ぎてからの申告を「期限後申告」といいます。期限後申告をしたり、
申告をしないために税務署から決定を受けたりすると、加算税が賦課される場合があります。
　なお、期限後申告によって納める税額は、申告書を提出する日（納期限）までに延滞税と併せて納
めてください。

●税額を多く申告していたとき

●税額を少なく申告していたとき

●確定申告を忘れていたとき

更正の請求、修正申告、期限後申告の手続などについて、お分かりに
ならない点がありましたら最寄りの税務署におたずねください。

平成21年分の所得税 平成23年3月15日（火）まで

平成21年分の個人事業者の消費税及び地方消費税 平成23年3月31日（木）まで

まんまるい配置の席で会なごむ　　　　　　向当みつ子
宴席を笑い上戸が盛り上げる　　　　　　　上坂　末男

　近年、訪問販売、通信販売、電話勧誘販売などによるトラブ
ルが多発しています。このような状況に対処するために、特
定商取引法（訪問販売・通信販売・電話勧誘販売などについて
規制する法律）の一部が平成20年6月に改正され、平成21
年12月1日に施行されました。

消費せいかつ

情 報 便
その1

消費者行政相談のまど

～訪問販売規制の強化編～

特定商取引法改正

①再勧誘禁止
　訪問販売業者に「契約しな
い旨の意思」を示した消費者
に対して、さらに勧誘するこ
とが禁止されました。

■ 特定商取引法の対象となる取引類型

【改正のポイント】

訪問販売
自宅への訪問販売、キャッチセールス（路上で呼び止めた後営業所に同行させ
て販売）、アポイントメントセールス（販売目的を告げずに電話で事務所に呼
び出して販売）

電話勧誘販売 電話で勧誘し、申込を受ける販売

通信販売 新聞、雑誌、インターネットなどで広告し、郵便、電話などの通信手段により
申込を受ける販売

特定継続的役務提供 長期・継続的な役務の提供とこれに対する高額の対価を約する取引（エステ、
語学教室、家庭教師、学習塾、結婚相手紹介サービス、パソコン教室など）

連鎖販売取引 個人を販売員として勧誘し、さらに次の販売員を勧誘させる形で、販売組織を
連鎖的に拡大して行う商品・役務の販売

業務提供誘引販売取引 「仕事を提供するので収入が得られる」と誘引し、仕事に必要であるとして、
商品などを売って金銭負担を負わせる取引

総務課　消費生活相談窓口
福井県消費生活センター
消費者ホットライン

☎３４−８７００
☎０７７６−２２−１１０２
☎０５７0−０６４−３７０

消費者生活の
ご相談は・・・

②過量販売規制
　訪問販売によって通常必要とされる量を著しく超
える商品などを購入契約した場合、契約後１年間は
契約を解除できることとします。（例えば、消費者が
「親戚に配る」など過量な契約を必要とすることを事
業者が確認して立証できたなどの特別な事業の解除
は認められません。）

契約をしない意思表示をした消費者に対しては、再度の勧誘を禁止します。

この美容液
さえあれば
10歳は若返り

ます！

奥さん、
美容液の件、
考えていただけ
ましたァ？

先日、
いらないと
言ったのに…

いりません！ また
来たの？！後 

日
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第
六
十
一
回

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

（
敬
称
略
、
3
月
19
日
現
在
）

（
敬
称
略
、
3
月
19
日
現
在
）
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一
六
世
紀
後
葉
～
一
七
世
紀
前
葉

　
越
前
焼
の
生
産
が
隆
盛
を
む
か
え
る
（
中
編
）

　

以
前
（
第
五
十
八
回
）、
越
前
焼
の
生
産
が
も
っ
と
も
繁
栄

し
た
の
は
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
時
期
で
、
ラ

イ
バ
ル
で
あ
っ
た
珠
洲
焼
の
生
産
が
終
焉
を
む
か
え
、
越
前
焼

が
市
場
を
独
占
す
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
つ
い
て
お
話
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
少
し
視
点
を
変
え
て
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
越
前
焼

が
大
量
に
消
費
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

城
下
町
建
設
の
進
展

　

戦
国
時
代
に
な
る
と
、
全
国
で
城
下
町
の
建
設
が
始
ま
り
ま

す
。
城
下
町
は
、
城
と
し
て
の
防
衛
機
能
と
、
生
活
の
場
と
し

て
の
商
業
機
能
を
あ
わ
せ
も
っ
た
、新
し
い
形
態
の
都
市
で
す
。

こ
の
城
下
町
の
建
設
を
進
め
た
の
が
、
戦
国
大
名
・
織
田
信
長

で
し
た
。

　

信
長
は
、
武
士
を
城
下
に
集
住
さ
せ
、
市
街
に
楽
市
楽
座
を

設
け
て
商
業
の
発
展
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
続
い
て
、
豊
臣
秀

吉
は
大
阪
城
を
、
徳
川
家
康
は
江
戸
城
を
中
心
に
城
下
町
建
設

を
進
め
て
い
ま
す
。
福
井
県
内
で
は
、
朝
倉
氏
が
一
乗
谷
に
居

を
構
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
全
国

で
城
下
町
の
整
備
が
す
す
み
、
新
し
い
都
市
が
出
現
し
ま
す
。

都
市
に
は
、
周
辺
の
地
域
か
ら
多
く
の
人
々
が
流
入
し
、
人
口

が
増
大
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
織
田
信
長
の
居
城
で
あ
る
安
土

城
（
滋
賀
県
）
に
は
、
二
〇
〇
〇
人
の
武
士
と
七
〇
〇
〇
人
の

商
人
が
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

高
ま
る
需
要

　

急
速
に
都
市
に
人
口
が
集
中
し
た
こ
と
に
よ
り
、
需
要
と
供

給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、物
資
が
不
足
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

と
く
に
、
人
々
が
普
段
の
生
活
で
使
う
す
り
鉢
な
ど
の
日
用
品

へ
の
需
要
が
高
ま
り
、
窯
業
生
産
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
こ
の
状
況
に
対
応
す
べ
く
、
越
前
窯
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
革
新
を
果
た
し
、製
品
の
大
量
生
産
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

一
方
、
周
辺
の
生
産
地
で
は
、
技
術
革
新
を
う
ま
く
果
た
す
こ

と
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
越
前
焼
は
日
本
海
沿
岸
一
帯
に
か

け
て
、
広
く
流
通
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

読書感想文コンクールの表彰式
　3月6日、町立図書館で第4回越前町図書館読書感想文コンクール
の表彰式が開催され、入賞した小中学生23人が出席しました。
　表彰式では、堀教育長と大川図書館協議会委員長が、読書感想文
を書くのに役立つ話をされました。

源氏物語を読む会の
会員追加募集

「源氏物語を読む会」の会員を追加募集
します、希望の人は申込をしてください。

少年に触れて気付いた男の香　　　　　　木下百合子
糠漬けの滲みた母の掌やさしい手　　　　原　　榮子

毎月1回（平日）
午後2時から4時頃まで
5月以降は、講座開催時に
協議し決定します。
越前町西田中2 ｰ 210
町立図書館　2階
三上　悠紀夫氏

（前越前町教育長）
無料
ただし、テキスト代は受講
者負担となります。
10人程度
町立図書館まで電話などで
申込をしてください。
☎34 ｰ 0395
4月15日（金）（定数になり
次第締め切ります。）

と き

と こ ろ

講 師

受 講 料

募集人数
申 込 先

締 切

休
日
当
番
医

注
）
診
察
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。 

注
）
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

人口と世帯
（3月1日現在）

人　口 24,191人

　男 11,678人
　女 12,513人
世帯数 7,294戸

（前月より23人減）

4
月
18
日（
日
）	

織
田
病
院	

３
６ｰ

１
０
０
０

4
月
25
日（
日
）	

橘
医
院	

３
６ｰ

０
０
１
５

4
月
29
日（
木
）	

渡
辺
内
科
医
院	

３
４ｰ

５
５
１
５

５
月
2
日（
日
）	

織
田
病
院	

３
６ｰ

１
０
０
０

５
月
3
日（
月
）	

織
田
病
院	

３
６ｰ

１
０
０
０

５
月
4
日（
火
）	

両
林
医
院	

３
７ｰ

０
０
０
５

５
月
5
日（
水
）	

織
田
病
院	

３
６ｰ

１
０
０
０

５
月
9
日（
日
）	

藤
田
医
院	

３
４ｰ

０
０
４
４

痩せた背に触れて言葉を詰らせる　　　　　関谷美和子

　

３
月
は
、温
か
い
日
差
し
が
続
い
た
か
と

思
え
ば
、寒
の
戻
り
か
雪
が
降
り
積
も
っ
た

日
も
あ
り
ま
し
た
。
４
月
は
穏
や
か
な
気
候

が
続
い
て
欲
し
い
も
の
で
す
が
、入
学
や
就

職
、転
勤
な
ど
何
か
と
忙
し
い
日
々
を
送
っ

て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。特
に
、

新
し
い
生
活
へ
の
第
１
歩
を
踏
み
出
し
た

学
生
や
新
社
会
人
は
、希
望
に
胸
を
躍
ら
せ

な
が
ら
も
、緊
張
の
連
続
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
あ
な
た
に
、作
家 

井
上
靖
さ

ん
の「
努
力
す
る
人
は
希
望
を
語
り
、怠
け
る

人
は
不
満
を
語
る
」と
い
う
言
葉
を
紹
介
し

ま
す
。（
未
来
に
目
を
向
け
希
望
を
語
れ
る

よ
う
に
な
ろ
う
。
も
し
今
は
で
き
な
い
と
感

じ
て
い
る
な
ら
、希
望
が
持
て
る
こ
と
を
探

し
、自
ら
創
っ
て
い
こ
う
。
未
来
と
希
望
に

目
を
向
け
れ
ば
、自
然
と
過
去
と
不
満
は
気

に
な
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。）

　

新
社
会
人
や
学
生
と
同
じ
気
持
ち
で
、私

も
未
来
と
希
望
に
目
を
向
け
た
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
き
り
た
い
も
の
で
す
。

　

３
月
10
日
、た
い
ら
保
育
園
で
行
わ
れ
た

交
通
安
全
教
室
か
ら
の
一
コ
マ
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、横
断
歩
道
の
渡
り
方
や

標
識
の
意
味
を
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。

西
田
中　

孝
久　

葵あ
い

音ね 

（
和
敏
、
女
）

西
田
中　

佐
野　

巴と
も

美み

（
嘉
昭
、
女
）

内　

郡　

渡
邉　

桃も

菜な 

（
一
博
、
女
）

気
比
庄　

猪
子　

大た
い

成せ
い 

（
大
介
、
男
）

小　

倉　

田
中　

蒼そ
う

琉る 

（
克
己
、
男
）

江　

波　

朝
倉　

光ひ

彩い
ろ 

（
光
寿
、
女
）

樫　

津　

山
﨑　

愛あ
い

子こ 

（
正
幸
、
女
）

上　

野　

黒
田　

夏な
つ

芽め 

（
昇
、
男
）

玉　

川　

橋
詰　
　

響
ひ
び
き 

（
勇
人
、
男
）

道　

口　

山
下　

力り

輝き 

（
大
輝
、
男
）

三　

崎　

服
部　

由ゆ
い

奈な 

（
敬
行
、
女
）

脇　

谷　

伊
部　

煌こ
う

生せ
い 

（
敬
史
、
男
）

西
ケ
丘　

前
坂　

洸こ
う

太た 

（
良
明
、
男
）

朝　

日　

仲
村　
　

賢 

（
82
歳
）

朝　

日　

佐
々
木
節
男 

（
69
歳
）

佐
々
生　

宮
川
よ
し
を 

（
96
歳
）

佐
々
生　

久
保
シ
ヅ
イ 

（
95
歳
）

田　

中　

峯
葊　
　

勝 

（
87
歳
）

宝
泉
寺　

原　
　

文
男 

（
59
歳
）

小　

倉　

村
山
　
良
明 

（
84
歳
）

小　

川　

酒
井　
　

満 

（
83
歳
）

小
曽
原　

古
川　

重
一 

（
73
歳
）

八
田
新
保　

中
西　

一
馬 

（
71
歳
）

　

寺　
　

山
本　

正
義 

（
92
歳
）

梨
子
ケ
平　

坂
口
佐
太
郎
（
80
歳
）

新　

保　

米
澤
は
る
ゑ 

（
93
歳
）

小　

樟　

鈴
木　

英
幸 

（
62
歳
）

道　

口　

大
矢
常
太
郎 

（
69
歳
）

　

厨　
　

揚
原　

由
雄 

（
80
歳
）

　

厨　
　

清
水
ス
ズ
エ 

（
92
歳
）

　

厨　
　

島
津　

惠
治 

（
60
歳
）

米　

ノ　

礒
部　

一
治 

（
64
歳
）



えちぜんカレンダー 4月16日～5月15日

再就職者のための生活就労相談

学生納付特例制度について

生涯学習センター宮崎分館

場　　　　所

4月21日（水）

実施日

13：30～16：00

時　　間

問合せ先  福井県求職者支援センター　☎０７７６－３０－０４５１

問合せ先  住民課　☎34－8708

生後３か月以上６か月未満 町内の指定医療機関 
対　　象　　者 場　　　　所

ＢＣＧ予防接種

生後３か月以上７歳６か月未満 町内の指定医療機関
対　　象　　者 場　　　　所

三種混合予防接種

（第１期）生後12か月以上24か月未満
（第２期）H16.4.2～H17.4.1

町内の指定医療機関

対　　象　　者 場　　　　所
麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

固定資産税 第1期
納期限 4月30日（金）納税のお知らせ

消費者生活ホットライン ☎0570ｰ064ｰ370

　学生であっても20歳になると、国民年金に加入するこ
とが義務付けられています。しかし、学生のみなさんは所
得が少ないことから、国民年金保険料が猶予される「学生
納付特例制度」がありますのでご活用ください。また、こ
の制度は毎年更新が必要になりますので、前年に引き続き
特例を受けたい学生の皆さんは再度申請をお願いします。

おはなしひろば

町立図書館織田分館　児童コーナー
場　　　　所

毎月第３土曜日
実施日

14：00～15：00
時　　間
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再生紙を使用しています

（越前町交通安全町民指標）
私たち越前町民は、海土里（みどり）を大切にし　事故一つない町を目指します！
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月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所

4

16日（金）
ポリオ生ワクチン投与 １３：3０〜１4：3０ 織田保健福祉センター
子育てサロン ９：３０〜１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

19日（月） 結婚相談 １３：００〜１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

20日（火）
心配ごと相談 １３：００〜１６：００

越前町社会福祉センター（西田中）
宮崎保健センター（江波）

無料法律相談 １３：００〜１６：００ 越前地域福祉センター（梅浦）
21日（水） 子育てサロン ９：３０〜１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

22日（木）
離乳食教室
☆５か月から６か月児を対象とします。身体測定、育児相談
も行います。（対象者には個人通知します。）

９：３０〜１０：００ 朝日保健センター（西田中）

ポリオ生ワクチン投与 １３：3０〜１4：3０ 朝日保健センター（西田中）

23日（金）

1歳６か月児健診 １4：0０〜１４：３０ 織田保健福祉センター（織田）
3歳６か月児健診 １3：3０〜１４：0０ 織田保健福祉センター（織田）
心配ごと相談 １３：００〜１６：００ 織田コミュニティセンター
子育てサロン ９：３０〜１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

26日（月） 結婚相談 １３：００〜１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

28日（水）
子育てサロン

９：３０〜１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
１0：0０〜１1：３０ 宮崎保健センター（江波）

精神相談員によるこころの健康相談
＊予約制：保健衛生課　☎34-8710 １３：３０〜１４：３０ 朝日保健センター（西田中）

30日（金） 子育てサロン ９：３０〜１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
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6日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：3０〜　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

7日（金） 子育てサロン ９：３０〜１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
10日（月） 結婚相談 １３：００〜１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

11日（火）
心配ごと相談 １３：００〜１６：００

越前町社会福祉センター（西田中）
宮崎保健センター（江波）
越前地域福祉センター（梅浦）

2歳６か月児歯科健診 １3：3０〜１４：３０ 朝日保健センター（西田中）

12日（水）
子育てサロン ９：３０〜１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
悠々いきいきサロン（男性）
内容：料理教室 おつまみバイキング（参加費  年間６００円） ９：３０〜１１：3０ 宮崎保健センター（江波）

14日（金）
ポリオ生ワクチン投与 １３：3０〜１4：3０ 織田保健福祉センター（織田）
心配ごと相談 １３：００〜１６：００ 織田コミュニティセンター
子育てサロン ９：３０〜１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）


